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ものを図 26 に示す。
　正答率は IRT の困難度 b に対応しているので，解析基
礎 A について両者の関係をプロットしてみたものを図 27
に示す。また，線形代数 A について両者の関係をプロッ
トしてみたものを図 28 に示す。IRT では正答する確率の
分布を標準正規分布に対応させているので，困難度 b と
正答率の２つは正規分布の分布関数を左右逆にしたような

（生存関数のような）関係になっていることが分かる。

図 19　線形代数 A の LCT の正答率の棒グラフ
（未回答（空欄）はすべて誤答として処理）

図 20　線形代数 A の LCT の正答率のヒストグラム
（未回答（空欄）はすべて誤答として処理）

図 21　図 17　解析基礎 A の LCT の正答率の棒グラフ
（未回答（空欄）はすべて除外して処理）

図 17　解析基礎 A の LCT の正答率の棒グラフ
（未回答（空欄）はすべて誤答として処理）

図 18　解析基礎 A の LCT の正答率のヒストグラム
（未回答（空欄）はすべて誤答として処理）
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図 22　解析基礎 A の LCT の正答率のヒストグラム
（未回答（空欄）はすべて除外して処理）

図 23　線形代数 A の LCT の正答率の棒グラフ
（未回答（空欄）はすべて除外して処理）

図 24　線形代数 A の LCT の正答率のヒストグラム
（未回答（空欄）はすべて除外して処理）

図 25　解析基礎 A の LCT の IRT 困難度 b の棒グラフ

図 26　線形代数 A の LCT の IRT 困難度 b の棒グラフ

図 27　解析基礎 A の LCT の IRT 困難度 b と正答率との関係
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図 28　の LCT の IRT 困難度 b と正答率との関係




